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文章を読み、次の問いに答えなさい。

問い

1)「都市のスポンジ化」とはいかなるものであり、具体的にはどのような問題として現れて

いるか、本文に即して説明し、 その上で、 2)こうした問題に対する展望や解決策に関するあ

なたの意見を述べなさい。 なお、 これら二つの点に関して600字以上800字以内で解答する

こと。（問題用紙の蕊面や余白は下書きに使用してかまいません）

2 0 2 3 年、 神戸市の人口は 1 5 0 万人を切った。 ここ数年では毎年、 平均して約8 千人が減

っている。ある市幹部は「1 5 0という数字にしがみつくつもりはない。減る前提で施策を進め

ている］と話す。

人口減少が続くことで懸念される「都市のスポンジ化」は何が問題なのか。国土交通省による

と、 空き家や空き地が点在し、 都市の密度が下がった状態を指す。 行政サーピスの非効率化や、

地域コミュニティ ー の存続危機を招く可能性があるとされる。

長田区にある、六甲山系のふもとにすり鉢状につくられた住宅街は、傾斜の激しい土地に戸建

て住宅が段々になってひしめく。草が生い茂る空き地や空き家も目立つ。この地域に5 0年前か

ら住むという男性 (8 2) によると、近所では震災以降、家主が亡くなるとそのまま空き家にな

る住宅が増えたという。「年をとると坂がきつい。新しく来ても引っ越してしまう。 空き家は見

栄えも悪いし、どうしたらいいか」と嘆いた。離れて暮らす息子には「今後も実家には住まない」

と言われた。 この先、 家をどうするかは、 まだ考えていない。

市によると、 2 3年時点で市内の空き家は推計約1 1万8400戸（空き家率は約14%)。

市民からの相談を受けて調査した空き家のなかで、約1 8 0件が所有者不明と判明した(1 6~ 

2 4 年度の累計）。 市は、 うち 3 0 件について、 国の財産管理制度を活用し、 売却に道筋をつけ

た。だが、市によると、男性が住む場所のように傾斜が激しい地域や道幅の狭い道路沿いの空き

家では市場価値や工事の難しさなどに課題があるという。担当者は「空き家の増加に体制が追い

ついていないのは確か。対応事例を積み上げて事務処理のスピ ー ドを上げる必要がある」と話す。

減少を続ける人口とは反対に世帯数は増えている。市の統計(2 4年度）によると、世帯数は

2 0年前から約11万増えた。 市は高齢者の単身化や未婚者の増加が背景にあるとみている。

高度経済成長期から、都市部の住宅供給を担ってきたアパートやマンション、ニ ュ ー タウンの

団地などの集合住宅も2 0年でさらに7万戸以上増え、 現在は半数以上の世帯が集合住宅に住

む。 一般的に市中心部にタワ ーマンションが建つと短期的には人口が増えることが見込まれる。

一方、市は小学校などのインフラ不足や、郊外のニ ュ ータウンから人口が流出し、スポンジ化が

さらに進むことなどを懸念する。
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